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エネルギー 2 光の屈折 ＿＿＿ 月 ＿＿＿ 日

まとめ 光の屈折とは

光が、空気中から水中へ進むときのように、違う種類の物質の境界面に進むとき、その境界面で光の進む方向が変

わることを光の屈折という。

屈折した光と法線の間の角を屈折角という。境界面に垂直に(入射角 0°)進む光は、屈折せずにそのまま直進す

る。

図 空気→水(屈折角 ＜ 入射角)

光が空気中から水中(または空気からガラス)へ進むとき、屈折角は入射角

より小さくなる。光は法線に近づくように曲がる。
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図 水→空気(屈折角 ＞ 入射角)と全反射
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① 屈折(入射角 < 屈折角) ② 全反射(境界で全

水(やガラス)から空気へ進むとき、屈折角は入射角より大き

くなる(法線から遠ざかる)。

入射角をさらに大きくしていくと、ある角度より大きくなった

ところで屈折光がなくなり、光がすべて反射する。これを全反

射という。

例題 全反射の利用

光ファイバー(胃カメラや通信)は、全反射を利用して光を遠くまで伝える。水中から水面を見上げたとき、水面が

鏡のように見えることがあるのも全反射による。

● 全反射が起こるのは、水やガラスから空気へ光が進むときだけで、空気から水やガラスへ進むときには起こらない。
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